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一 

 



 

法
律
に
従
っ
て
行
政
を
運
営
す
る
政
府
に
対
し
て
、
法
律
を
制
定
す
る
国
権
の
最
高
機
関
た
る
立
法
府
の
議
員
が
「
こ
ん
な 

 

ケ
ー
ス
で
は
、
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
の
か
」
と
将
来
の
事
態
を
想
定
し
て
質
問
し
た
の
に
、
答
弁
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
の 

 

は
、
余
り
に
も
議
員
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
な
い
か
。 

八
月
十
一
日
提
出
の
「
参
院
選
公
示
日
の
死
刑
執
行
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
」
（
以
下
、
再
質
問
と
い
う
）
に
対
す
る
九 

 
 

月
十
一
日
付
け
政
府
答
弁
書
（
以
下
、
答
弁
書
と
い
う
）
は
、
既
に
広
く
報
道
さ
れ
て
い
る
六
月
二
十
五
日
の
死
刑
執
行
に
つ 

 
 

い
て
、
事
実
の
確
認
を
拒
ん
だ
上
、
死
刑
執
行
で
政
府
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
た
質
問
に
は
「
仮
定
の 

 

御
質
問
に
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
」
と
答
弁
し
な
か
っ
た
。 

過
去
の
事
実
の
確
認
を
拒
み
、
将
来
の
事
態
を
想
定
し
た
質
問
に
も
答
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
は
憲
法
も
法
律 

 

も
立
法
府
も
無
視
し
て
思
い
の
ま
ま
の
、
専
制
政
治
が
可
能
と
な
る
。
直
ち
に
姿
勢
を
改
め
る
よ
う
に
求
め
る
。
専
制
政
治
を 

 

招
か
な
い
よ
う
に
あ
ら
た
め
て
質
問
す
る
。 

各
閣
僚
に
お
い
て
は
、
総
理
大
臣
が
所
信
表
明
で
宣
言
し
た
「
政
治
主
導
の
行
政
運
営
」
に
基
づ
き
、
官
僚
作
成
の
答
弁
書 

 
 

案
の
精
査
を
お
願
い
す
る
。
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
に
従
い
誠
実
な
答
弁
を
求
め 

参
院
選
公
示
日
の
死
刑
執
行
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書 

三 

 



 

る
。 

一 
死
刑
執
行
の
事
実
確
認
に
つ
い
て 

（
4
） 

死
刑
執
行
を
め
ぐ
り
、
重
大
な
過
失
に
基
づ
く
事
故
や
執
行
に
関
わ
る
公
務
員
に
よ
る
犯
罪
行
為
な
ど
が
あ
っ
た 

場
合
で
も
、
一
切
の
説
明
を
拒
む
の
か
。
答
弁
書
「
一
の
（
10
）
に
つ
い
て
」
に
は
「
仮
定
の
御
質
問
に
は
、
答
弁 

 
 

 

を
差
し
控
え
た
い
」
と
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
質
問
す
る
。 

（
3
） 

答
弁
書
「
一
の
（
6
）
及
び
（
7
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
内
閣
総
理
大
臣
所
信
表
明
の
「
わ
が
国
は
、
急
速

な
少
子
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
な
ど
が
進
展
す
る
中
で
」
の
「
情
報
化
」
「
国
際
化
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、 

 
 

 
 

死
刑
廃
止
が
過
半
数
を
占
め
る
国
際
情
勢
や
死
刑
の
情
報
公
開
が
進
ん
で
い
る
諸
外
国
の
例
な
ど
を
思
い
起
こ
し
た 

議
員
は
、
見
当
違
い
と
い
う
こ
と
か
。 

（
2
） 

過
去
に
お
い
て
、
死
刑
の
執
行
が
適
正
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。 

（
1
） 
答
弁
書
「
一
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
の
「
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
死
刑
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
法
令
に 

 
 

 

従
い
適
正
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
立
法
府
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
認
す
れ
ば
い
い
の
か
。 

政
府
を
信
じ
て
い
れ
ば
い
い
、
と
い
う
こ
と
か
。 

四 

 



 

三 

法
務
省
の
人
事
異
動
に
つ
い
て 

二 

国
政
選
挙
に
つ
い
て 

（
1
） 

「
法
務
省
の
職
員
は
勤
務
終
了
後
、
同
省
内
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
る
の
か
」
と
た
だ
し 

 

た
再
質
問
三
の
（
2
）
に
対
し
、
答
弁
書
は
「
勤
務
時
間
終
了
後
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
項
に
つ
い
て 

 
 

は
、
お
答
え
す
る
立
場
に
は
な
い
」
と
有
無
を
答
え
な
か
っ
た
。
堅
苦
し
い
こ
と
は
言
い
た
く
な
い
が
、
こ
う
し
た 

（
2
） 

再
質
問
二
の
（
3
）
で
は
「
米
国
で
大
統
領
や
国
会
議
員
の
選
挙
期
間
中
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
ケ
ー
ス
の
有
無 

 
 

は
『
承
知
し
て
い
な
い
』
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
調
査
せ
ず
に
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
と 

 
 

 

も
、
答
弁
期
間
内
で
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
」
と
た
だ
し
た
の
に
、
答
弁
書
に
は
こ
の
部
分
に
つ
い 

 

て
、
記
載
が
な
い
。
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
い
。 

（
1
） 

答
弁
書
「
二
の
（
2
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
英
国
が
慣
習
上
、
選
挙
期
間
中
に
各
閣
僚
が
意
思
決
定
を
行
う 

 
 

 
場
合
、
当
該
決
定
が
取
り
消
せ
な
い
性
質
の
も
の
で
な
い
も
の
に
限
っ
て
い
る
の
は
、
民
意
の
反
映
の
観
点
か
ら
新 

 

規
政
策
や
重
要
案
件
の
決
定
は
選
挙
後
に
行
う
と
の
趣
旨
だ
が
、
日
本
政
府
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
死
刑
を
選
挙 

期
間
中
に
執
行
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。 

五 

 



 

四 

衆
院
法
務
委
員
会
で
の
質
疑
に
つ
い
て 

（
2
） 

死
刑
確
定
者
の
無
実
を
示
す
証
拠
が
刑
の
執
行
後
に
見
つ
か
り
、
死
刑
確
定
者
の
遺
族
が
名
誉
回
復
と
国
家
賠
償 

（
1
） 

七
月
三
十
日
付
け
「
参
院
選
公
示
日
の
死
刑
執
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
八
月
七
日
政
府
答
弁
書 

 

「
四
の
（
2
）
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
「
死
刑
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
死
刑
執
行
者
数
、 

 
 

 

死
刑
確
定
者
数
等
を
統
計
等
に
よ
り
可
能
な
限
り
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
死
刑
の
言
渡
し
が
な
さ
れ
た
個
々
の
事 

 

件
の
裁
判
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
裁
判
公
開
の
原
則
に
よ
り
公
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
の
で
、
国
会
の
議 

 

論
に
不
都
合
は
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
国
政
選
挙
期
間
中
の
死
刑
執
行
で
、
事
故
や
犯
罪
が
発
生
し
た
場 

 

合
、
ど
う
す
る
の
か
。
答
弁
書
「
四
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
で
は
「
仮
定
の
御
質
問
に
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た 

 
 

 
 

い
」
と
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
質
問
す
る
。 

（
3
） 

同
日
、
法
務
省
内
で
酒
を
伴
う
職
務
上
の
懇
親
会
な
ど
は
あ
っ
た
か
。 

（
2
） 
六
月
二
十
五
日
午
後
七
時
ご
ろ
、
議
員
が
法
務
省
で
面
会
し
た
刑
事
局
総
務
課
長
は
当
時
、
飲
酒
後
だ
っ
た
か
。 

答
弁
姿
勢
な
の
で
、
あ
え
て
問
う
。
法
務
省
の
電
気
代
は
だ
れ
が
払
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
原
資
は
何
か
。
法
務
省 

 

の
職
員
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
役
所
内
で
過
ご
す
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
か
。 

六 

 



 

五 

死
刑
執
行
の
報
道
に
つ
い
て 

六 

仮
定
の
質
問
に
つ
い
て 

日
本
に
お
け
る
死
刑
の
執
行
が
報
道
さ
れ
、
外
国
か
ら
そ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
確
認
を
求
め
ら
れ
た
場
合
も
今
回
答
弁
書 

（
八
月
七
日
付
け
政
府
答
弁
書
）
同
様
、
答
え
な
い
の
か
。
死
刑
廃
止
国
と
存
置
国
で
そ
の
対
応
に
は
、
違
い
が
生
じ
る 

 
 

 

か
。
答
弁
書
「
六
の
（
5
）
に
つ
い
て
」
で
は
「
仮
定
の
御
質
問
に
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
」
と
あ
る
が
、
あ
ら
た
め 

 
 

 
 

て
質
問
す
る
。 

（
2
） 

政
府
が
国
会
議
員
の
仮
定
の
質
問
に
答
え
ず
、
法
律
の
運
営
や
行
政
に
お
い
て
現
在
い
か
な
る
課
題
が
あ
る
か
、 

 

議
員
が
知
り
得
な
い
場
合
、
議
員
立
法
に
よ
る
法
律
の
改
正
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
え
ば
よ
い
の
か
。 

（
1
） 

国
会
議
員
が
立
法
府
の
制
定
し
た
法
律
の
運
営
、
行
政
に
関
し
、
政
府
に
将
来
起
り
う
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
仮 

 

定
の
質
問
を
す
る
こ
と
は
、
国
民
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
か
。 

の
た
め
に
再
審
と
民
事
訴
訟
を
起
こ
し
た
場
合
、
政
府
は
そ
の
死
刑
確
定
者
の
刑
を
執
行
し
た
こ
と
を
隠
し
つ
づ
け 

る
の
か
。
答
弁
書
「
四
の
（
5
）
に
つ
い
て
」
で
は
「
仮
定
の
御
質
問
に
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
」
と
あ
る 

 
 

 
 

が
、
あ
ら
た
め
て
質
問
す
る
。 

七 

 



 

 

八 

（
3
） 

死
刑
に
関
す
る
事
実
の
確
認
や
仮
定
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
を
拒
む
と
い
う
こ
と
は
、
議
員
に
よ
る
国
政
調
査
権 

を
侵
害
し
、
議
員
立
法
に
よ
る
法
改
正
な
ど
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。 

（
4
） 
政
府
が
立
法
府
か
ら
の
事
実
確
認
や
仮
定
の
質
問
を
拒
み
、
専
制
的
に
運
営
し
て
い
る
行
政
分
野
は
死
刑
の
執
行 

以
外
に
あ
る
か
。 

（
5
） 

政
府
が
立
法
府
か
ら
の
事
実
確
認
や
仮
定
の
質
問
を
拒
み
、
専
制
的
に
運
営
す
る
行
政
は
、
国
民
の
た
め
に
必
要 

 

か
。
必
要
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

（
6
） 

死
刑
廃
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
報
道
関
係
者
に
よ
る
と
、
法
務
省
は
何
度
批
判
さ
れ
て
も
死
刑
を
国 

会
閉
会
中
に
執
行
す
る
方
針
に
こ
だ
わ
り
、
国
会
日
程
を
に
ら
み
な
が
ら
十
二
月
十
一
日
、
十
八
日
、
二
十
五
日
の 

 

い
ず
れ
か
に
執
行
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
い
う
が
、
本
当
か
。
ま
た
、
次
の
執
行
が
予
想
さ
れ
る
東
京
、
広 

 
 

 

島
、
仙
台
な
ど
の
拘
置
所
で
、
職
員
が
先
を
競
っ
て
前
記
候
補
日
に
休
暇
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
事 

 

実
か
。
こ
う
し
た
刑
務
官
の
心
情
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


